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半田市立亀崎小学校いじめ防止基本方針 
平成２６年 ４月１日 策定 

平成３１年 ４月１日 改訂 

令和 ３年 ４月１日 改訂 

令和 ６年 ４月１日 改訂 

令和 ７年 ４月１日 改訂 

 

１ いじめの定義といじめに対する基本的な認識 

(1) いじめの定義 

   児童等に対して、当該児童等が在籍する学校に在籍している等当該児童

等と一定の人間関係にある他の児童等が行う心理的又は物理的な影響を与

える行為（インターネットを通じて行われるものを含む。）であって、当該

行為の対象となった児童等が心身の苦痛を感じているものと定義する。 

(2) いじめについての基本的な考え方 

   「いじめは、人権侵害であり、人として決して許されない行為である。ま

た、いじめはどの児童にも、どの学級にも起こり得るものである」という認

識をすべての児童と教職員がもつ。加えて、いじめは、大人は気付きにくい

ところで行われることが多く発見しにくいからこそ、教職員が児童の発す

る小さなサインを見逃さないように努める。いじめが発見された際には、学

校は組織として対応し、毅然とした粘り強い指導を行う。また、学校は、家

庭、地域、関係機関と連携して早期解消を図り、児童の健全な育成に努めて

いく。 

 

２ いじめ防止等の対策のための組織 

(1) 校務支援ソフトを活用した情報交換会 

   毎週１回、全教職員による「情報交換会」を行う。担任または関わった教

職員が入力し、情報を共有する。毎週行うことで、「全教職員で全児童を育

てる」ことをより一層意識し、児童情報の共通理解を図ることに努めていく。 

(2) いじめ・不登校対策委員会 

   「いじめ・不登校対策委員会」を設置し、いじめの兆候や懸念、児童から

の訴えを特定の教職員が抱え込むことがないよう、情報の共有化を図り、関

係機関とも連携し学校組織として対応する。各学期に１回（年間３回）の「い

じめ・不登校対策委員会」は全教職員で構成する。必要に応じて設置する「い

じめ・不登校対策委員会」は、校長、教頭、教務主任、校務主任、生徒指導
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主任、保健主事、学年主任、養護教諭、各担任で構成し、必要に応じてスク

ールカウンセラー等を加える。 

(3) 「学校いじめ防止基本方針」に基づく取組の実施と進捗状況の確認 

   学校評価アンケートを行い、学校におけるいじめ防止対策の検証を行い

改善策を検討していく。 

   

３ いじめ未然防止のための取組 

(1) 共通理解をもって全教職員で取り組む 

   全教職員が共通理解をもって全児童への指導を行う。そのために、年度当

初に全児童、全教職員に配付される「かめっ子の約束」を守って行動ができ

る児童の育成にあたる。 

「かめっ子の約束」より（抜粋） 

・先生や友達の話を目と耳と心で聴きます。 

・だれとでも仲良く生活します。 

(2) 挨拶運動やスマイル宣言の活用 

   児童会による挨拶運動や、半田市の生徒会、児童会で策定された「スマイ

ル宣言」を全校へ発信することにより、いじめの未然防止に努める。毎月 20

日をスマイルの日とし、その前後でペアで交流する日を設ける。その際に

「スマイル宣言」を基に児童会が考案した「スマイル宣言のうた」を全校で

歌う。 

半田市スマイル宣言（下図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) ペア活動 

   ペア活動の中で、上級生が、下級生をお世話すること、優しく接すること

を学んだり、下級生が上級生に親しみをもって接したりするなど、児童一人

一人が温かい気持ちで活動できる機会となるよう努める。 
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(4) 下校指導 

   週に 1 回以上、各学年が交代で方面別の下校指導を行い、児童の様子な

どを記録する。必要に応じて、各学年主任、担任、生徒指導主任、養護教諭、

四役に報告する。 

 

４ いじめ早期発見のための取組 

(1) 教育相談アンケート、いじめ調査 

   いじめの早期発見をするため、全児童を対象に「教育相談アンケート」、

「いじめ調査」を実施する。各学期に１回、年３回実施し、原則５年間保存

する。教育相談アンケートは記名、いじめ調査は無記名の選択式、一人一人

回収等、プライバシーには十分配慮する。また、アンケート実施後には、児

童と直接面談を行うとともに、アンケート結果は、四役、生徒指導主任、学

年主任等、複数の目で点検、確認する。 

(2) 教育相談 

   「教育相談アンケート」、「いじめ調査」の実施を基にして、１週間短縮時

間割を設定して時間を確保し、担任との一対一の教育相談を実施する。 

(3) スクールカウンセラーの活用 

   校内スクールカウンセラーを活用し、児童、保護者が相談できる体制整備

をする。 

 

５ いじめに対する早期対応 

○ いじめに関わる相談を受けた場合は、速やかに事実の有無の確認を行う。 

○ いじめの事実が確認された場合は、学年会議や対策委員会を開き、対応を

協議する。 

○ いじめをやめさせ、その再発を防止するため、いじめを受けた児童、保護

者に対する支援と、いじめを行った児童への指導とその保護者への助言を

継続的に行う。 

○ いじめを受けた児童が安心して教育を受けられるために必要があると認

められるときは、保護者と連携を図りながら、一定期間別室等において学

習を行う等の措置を講ずる。 

○ 事実に係わる情報を関係保護者と共有するための必要な措置を講ずる。 

○ 犯罪行為として取り扱うべきいじめについては、教育委員会及び警察署等

と連携して対処する。 

 



 

- 53 - 

 

６ 重大事態への対処 

生命、心身又は財産に重大な被害が生じた疑いや、相当の期間学校を欠席す

ることを余儀なくされている疑いがある場合は、次の対処を行う。 

○ 重大事態が発生した旨を、半田市教育委員会に速やかに報告をする。 

○ 教育委員会と協議の上、当該事案を対処する組織を設置する。 

○ 上記組織を中心として、事実関係を明確にするための調査を実施する。 

○ 上記調査については、いじめを受けた児童、保護者に対し、事実関係その 

の他の必要な情報を適切に提供する。 
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【重大事態の対応フロー図】 

 
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
           ※「いじめ防止対策組織」が調査組織の母体となる。 

           ※組織の構成については、専門的知識及び経験を有し、当該いじ 

め事案の関係者と直接人間関係または特別な利害関係を有しな 

い第三者の参加を図ることにより、当該調査の公平性、中立性 

を確保するように努める。 

 

 
※因果関係の特定を急がず、客観的な事実関係を速やかに調査す 

る。 

           ※事実としっかり向き合う姿勢を大切にする。 

 

 
※関係者の個人情報に十分配慮しつつ、情報を適切に提供する。 

           ※調査に当たって実施するアンケートは、調査に先立ちその旨を 

調査対象の児童や保護者に説明をする。 

 

           
※希望があれば、いじめを受けた児童または保護者の所見をまとめた文

書も調査結果に添付する。 

 

 
 

※調査結果を踏まえ、再発防止に向けた取組を検討し、実施する。 

※再発防止に向けた取組の検証を行う。 

 
 

 

 

 

 

重大事態の発生 

教育委員会へ重大事態の発生を報告 

学校が調査主体の場合 

教育委員会が調査の主体を判断 

学校に重大事態の調査組織を設置 

 

 

事実関係を明確にするための調査を実施 

 

 

いじめを受けた児童及びその保護者へ適切な情報提供 

 

 

調査結果を教育委員会に報告 

 

 

調査結果を踏まえた必要な措置 
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＜取組の年間計画＞ 

 「いじめ・不登校対策委員会」 未然防止の取組 早期発見の取組 
保護者・地域との 

連携 

４

月 

Ｐ 

 

 

 

 

Ｄ 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

Ｐ 

 

 

 

Ｄ 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

Ｐ 

へ 

○「学校いじめ基本方

針」の内容の確認 

○相談室、ＳＣ、ＳＳＷ、心

の教育相談員の児童、保護

者への周知 

○学級開き、学年開き 

○保健指導(心と体の成長) 

○相談窓口の児童、保

護者への周知 

○身体測定 

○ＰＴＡ総会での

「学校いじめ基

本方針」の説明

とＨＰへの掲載 

○授業参観 

５

月 

 
  ○授業参観 

６

月 

○第１回いじめ不登校

対策委員会 

 
○いじめ調査 

○教育相談アンケート 

○教育相談週間 

 

７

月 

  ○校外巡視 ○個人懇談会 

８

月 

 
○野外活動 

(友達との絆を深める) 

○校外巡視 

 

 

９

月 

  

 

○身体測定 ○除草作業 

10

月 

 
○修学旅行 

(友達との絆を深める) 

○いじめ調査 

○教育相談アンケート 

○教育相談週間 

○授業参観 

○運動会 

11

月 

○第２回いじめ不登校

対策委員会 

○情報モラル指導  
 

12

月 

 
○人権週間（講話） 

○赤い羽根募金活動  

 ○保護者への学校

評価アンケート 

○個人懇談会 

１

月 

○教職員自己評価 ○保健指導(命の大切さ) ○身体測定 

 

 

２

月 

○第３回いじめ不登校

対策委員会 

 ○いじめ調査 

○教育相談アンケート 

○教育相談週間 

○学校関係者評価

委員会で「各種

評価アンケート

結果」の評価を

行う。 

○授業参観 

３

月 

○学校関係者評価の結

果を検証し、「基本

方針」の見直し 

 
  

通

年 

○校内のいじめに関す

る情報の収集 

○対応策の検討 

○下校指導 

○校長講話 

○道徳教育  

○健康観察の実施 

○ＳＣによる相談 

○ＳＳＷによる相談  

○あいさつ運動

(委員会)  

※いじめが発生した場合の対応については、関係する教職員で共通理解を図りながら対応して

いく。 


